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中央図書館 ☎ 83-2870　㊋〜㊎ 9:30 〜 19:00、㊏・㊐ 9:30 〜 17:00　 cyuo-library@city.sanyo-onoda.lg.jp 
赤崎分館 ☎ 88-1138/ 高千帆分館 ☎ 83-3212　 ㊋〜㊎ 13:00 〜 17:00、㊏・㊐ 9:30 〜 17:00
厚狭図書館 ☎ 72-0323　㊋〜㊎ 9:30 〜 19:00、㊏・㊐ 9:30 〜 17:00　 asa-library@city.sanyo-onoda.lg.jp 

【休館日】中央：6/21・28、7/1・5・12・19・22・23　厚狭：6/21・28、７/5・8・12・19・22・23

明治39年に開館した上野図書館（帝国図書館）をこ
よなく愛する老婦人喜和子さん。ひょんなことから
友人となった私は、図書館を主人公にした小説を書
いてほしいと頼まれます。喜和子さんの生きる支え
となった図書館や本との関係を軸に、激動の時代に
日本初の国立図書館がどのように作
られていったのか、図書館の歴史を
垣間見ることのできる作品です。な
お、この作品に登場する初代館長田
中稲城は岩国市出身で、岩国市中央
図書館に胸像が設置されています。

この物語はクリスマスの朝に一家の惨殺死体が発見
されたことから始まります。遺族は「自称小説家」で
ある売れない小説家の塚田慎也に調査を依頼します。
塚田は事件の真相に迫るため、遺族を出演者とした
再現劇を行うことを提案します。この本は出演者達
の会話が台本のように書かれている
ので、小説を読むのが苦手な人でも
抵抗なく読むことができると思いま
す。事件の再現を劇で行うという驚
くべき方法はどのような結末になる
のか！？読んで確認してください。

司書のおすすめの一冊 私のおすすめの一冊

中央図書館 司書　塩見 昌子
小野田工業高等学校 3 年生

 田辺 広戸さん

「夢見る帝国図書館」
文藝春秋

 中島 京子 著

「侵入者 自称小説家」
文藝春秋

折原 一 著

図書館
HP

●中央図書館
山陽小野田語り部の会による「山口どこでも紙芝居」
日時：7 〜 10 月の第 2 土曜日　14:00 〜
　　　（7/10、8/14、9/11、10/9）
場所：2 階視聴覚ホール
　　　（7/10 は 2 階第 1 会議室）
内容：ふるさと文化遺産「竜王山」「寝太

郎」などにちなんだ紙芝居
※申込みは不要です。

EVENT このイベントに注目！

http://library.city.sanyo-onoda.lg.jp

●厚狭図書館
写真展「広報の写真で振り返る令和 2 年度の山陽
小野田市」
山陽小野田市で起きた、昨年度 1 年間の出
来事を振り返ることができる写真展です。
期限：6 月 24 日㈭まで
場所：厚狭地区複合施設 1 階ラウンジ
内容：市シティセールス課広報係が昨年度

撮影した写真を展示

映写会〜懐かしの映画〜

みんなが意外と知らない図書館業務
のあれこれをご紹介！

おうちでかるたを楽しもう！
中央図書館では約 40 種類のかるた
を所蔵しています。小倉百人一首の
みならず、山口弁などの郷土ものや、
恐竜や動物など子ども向けのものも
用意しています。貸出・
予約ができますので、
かるたでステイホームを
楽しんでみませんか？

　　　7/16㈮ ▶13:30～（高校生以上）
『自転車泥棒』字幕

厚狭

中央　　　7/11㈰ ▶14:00～（高校生以上）
『霧の波止場』字幕


